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法
人
会
は
、「
健
全
な
経
営
、
正
し
い
納
税
、
社
会
に
貢
献
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
経
営
者
の
団
体
で
す
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会 長 髙橋文吉

　
平
成
25
年
11
月
14
日
「
税
を

考
え
る
週
間
」
を
記
念
し
、
税

務
行
政
へ
の
功
労
者
の
表
彰
式

が
宇
都
宮
市
昭
和
一
丁
目

「
ニ
ュ
ー
み
く
ら
」
に
お
い
て
行

わ
れ
た
。

　
法
人
会
か
ら
は
法
人
会
活
動

を
通
じ
多
年
に
わ
た
る
税
務
行

政
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
理

事
の
平
石
一
氏
（
㈲
平
石
商
店
）、

並
び
に
会
員
の
青
島
あ
け
み
氏

（
三
共
ビ
ル
テ
ッ
ク
㈱
）、
竹
川

哲
夫
氏
（
㈱
タ
ケ
カ
ワ
）
が
宇

都
宮
税
務
署
長
表
彰
を
受
賞
し

た
。

　
な
お
、
こ
れ
に
先
立
ち
10
月

23
日
、
東
京
都
の
三
田
共
用
会

議
所
に
お
い
て
副
会
長
の
八
城

光
男
氏
（
五
十
二
電
気
工
事
㈱
）

が
国
税
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し

た
。
さ
ら
に
10
月
25
日
、
さ
い

た
ま
市
の
ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
に

お
い
て
副
会
長
の
阿
久
津
廣
行

氏
（
㈱
工
藤
設
計
）、
理
事
の
菊

地
正
幸
氏
（
宇
都
宮
酒
造
㈱
）

並
び
に
会
員
の
中
島
理
氏
（
ミ

ユ
キ
建
設
㈱
）
が
関
東
信
越
国

税
局
長
表
彰
を
受
賞
し
た
。

員
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
ご
家
族
と
も
ど
も
ご
健
康
で

つ
つ
が
な
く
、
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
か
ら
宇
都
宮
法
人
会
の
事
業

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
は
、『
公
益
社
団
法
人
』

と
し
て
２
年
目
の
事
業
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
『
公
益
社

団
法
人
』
と
し
て
相
応
し
い
事
業
活
動
が
実

施
で
き
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
当
会
の
活
動

状
況
を
み
ま
す
と
、
ま
ず
講
演
会
活
動
で
す

が
、
辺
真
一
氏
の
時
局
講
演
会
、
乙
武
洋
匡

氏
の
秋
季
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
、

乙
武
氏
の
講
演
会
は
１
５
０
０
名
を
超
え
る

秋
季
講
演
会
と
し
て
は
過
去
最
高
の
入
場
者

で
あ
り
ま
し
た
。
地
域
社
会
貢
献
活
動
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
宮
の
市
で
の
東
日
本
大
震

災
被
災
地
支
援
「
さ
ん
ま
祭
り
」
を
実
施
し

て
、
３
０
０
０
名
の
市
民
の
皆
様
に
さ
ん
ま

を
食
べ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
気
仙
沼
市

の
「
社
会
福
祉
法
人
旭
が
丘
学
園
」（
児
童

養
護
施
設
）
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
租
税
教
育
活
動
と
し
て
宇

都
宮
法
人
会
の
全
支
部
が
小
学
校
６
年
生
を

対
象
と
し
た
租
税
教
室
を
実
施
中
で
あ
り
ま

す
し
、
女
性
部
で
は
「
高
校
生
○×
ク
イ
ズ
」

や
小
学
生
を
対
象
に
「
税
の
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
に
対
す

る
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
本
年
10
月
16
日
に
法
人

会
全
国
大
会
「
と
ち
ぎ
大
会
」
が
宇
都
宮
市

で
開
催
と
な
り
ま
す
。
宇
都
宮
法
人
会
が
中

心
に
な
っ
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
参
画
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
皆
様
に
は

開
催
地
と
し
て
全
国
大
会
で
の
表
彰
を
受
け

る
べ
く
「
全
国
大
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
型
保
障
制
度
役
員
加
入
率
は
、
24
年
12
月

末
59
・
7
％
で
あ
り
ま
し
た
が
、
25
年
11
月

末
73
・
9
％
と
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
、
県
連
の

加
入
率
（
61
・
5
％
か
ら
72
・
5
％
へ
上
昇
）

の
ア
ッ
プ
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
結
果
、
福

利
厚
生
制
度
の
県
連
表
彰
は
確
実
な
も
の
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
増
強
に
つ
き
ま
し

て
も
、
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
り
12
月
末
の
会

員
数
は
前
年
比
純
増
と
な
り
、
宇
都
宮
法
人

会
と
し
て
２
年
連
続
の
表
彰
と
な
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
の
盛
り
上
が
り
を
大
会
ま

で
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
宇
都
宮
法
人
会
は
、
公
益
法
人
制

度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
公
益
目
的
事
業
を
重

点
に
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
皆
様
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
法
人
会
活
動

に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
会
活
動
の
充

実
の
た
め
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
是
非
と

も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、
本
年
は
、
災
害

の
な
い
穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に

会
員
の
皆
様
が
ご
健
康
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
に
、
ま
た
、
会
員
企
業
が
ま
す
ま
す
発

展
さ
れ
ま
す
よ
う
に
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

納
税
表
彰
式

平
成
25
年
度

❷
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宇都宮税務署
署 長 猪瀬広美

　
平
成
25
年
11
月
14
日
「
税
を

考
え
る
週
間
」
を
記
念
し
、
税

務
行
政
へ
の
功
労
者
の
表
彰
式

が
宇
都
宮
市
昭
和
一
丁
目

「
ニ
ュ
ー
み
く
ら
」
に
お
い
て
行

わ
れ
た
。

　
法
人
会
か
ら
は
法
人
会
活
動

を
通
じ
多
年
に
わ
た
る
税
務
行

政
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
理

事
の
平
石
一
氏
（
㈲
平
石
商
店
）、

並
び
に
会
員
の
青
島
あ
け
み
氏

（
三
共
ビ
ル
テ
ッ
ク
㈱
）、
竹
川

哲
夫
氏
（
㈱
タ
ケ
カ
ワ
）
が
宇

都
宮
税
務
署
長
表
彰
を
受
賞
し

た
。

　
な
お
、
こ
れ
に
先
立
ち
10
月

23
日
、
東
京
都
の
三
田
共
用
会

議
所
に
お
い
て
副
会
長
の
八
城

光
男
氏
（
五
十
二
電
気
工
事
㈱
）

が
国
税
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し

た
。
さ
ら
に
10
月
25
日
、
さ
い

た
ま
市
の
ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
に

お
い
て
副
会
長
の
阿
久
津
廣
行

氏
（
㈱
工
藤
設
計
）、
理
事
の
菊

地
正
幸
氏
（
宇
都
宮
酒
造
㈱
）

並
び
に
会
員
の
中
島
理
氏
（
ミ

ユ
キ
建
設
㈱
）
が
関
東
信
越
国

税
局
長
表
彰
を
受
賞
し
た
。

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
平
成
26
年

の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
髙
橋
会
長
を
は
じ
め
、
宇
都
宮
法
人
会
の

皆
様
方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
法
人
会
活
動
を

通
じ
ま
し
て
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

た
な
公
益
法
人
制
度
の
下
、
公
益
社
団
法
人

と
し
て
、
そ
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
「
良

き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
」
と
し
て

各
種
研
修
会
・
講
演
会
の
開
催
並
び
に
フ
ェ

ス
タ
m
y 

宇
都
宮
へ
の
ブ
ー
ス
出
展
、
宮

の
市
「
気
仙
沼
さ
ん
ま
祭
り
」
で
の
義
援
金

募
集
活
動
な
ど
、
更
に
公
益
性
の
高
い
様
々

な
事
業
活
動
を
活
発
に
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　
特
に
租
税
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
支

部
や
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
中
心
と
な
り
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
租
税
教
室
」
や
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
法
人
会
活

動
の
大
き
な
柱
と
し
て
推
進
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　
更
に
、
本
年
10
月
に
は
法
人
会
全
国
大
会

と
ち
ぎ
大
会
が
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
参
集
す
る
多
く
の
会
員
に
開
催
地
栃

木
県
を
盛
大
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
皆
様
方
の
ご
熱
心
な
取
り
組

み
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
私

ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
法
人
会
の
皆
様

方
と
の
連
携
・
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
法
人
会
活
動
に
協
力
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
10
月
か
ら
消
費
税
転
嫁
対
策

特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
本
年
４
月
に
消

費
税
率
が
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
昨
年
末
の
内
閣
府
月
例
経
済
報
告
で

は
「
景
気
は
、緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
。」

と
の
判
断
を
示
し
て
お
り
、政
府
か
ら
は
「
本

年
４
月
の
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
併
せ
て
、

更
な
る
経
済
対
策
を
進
め
る
。」
と
の
発
表

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
経
済
動

向
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
税
の
執
行
に
携
わ
る
私

ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
環
境
の
変
化
に

的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、
行
政

の
透
明
性
を
確
保
し
、
説
明
責
任
を
的
確
に

果
た
し
つ
つ
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
手
続
き

を
遵
守
し
、「
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
の
実

現
」
と
「
期
限
内
納
税
の
確
保
」
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
の
皆
様
方
の
理
解
と
信
頼

が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
特
に
、
改
正
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
の
方
が
消
費
税
の
改
正
内
容
を
十
分
に
理

解
し
て
、
適
正
な
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
関
係
団
体
・
機
関
の
皆
様

方
と
連
携
・
協
調
し
て
、
改
正
内
容
の
広
報
・

周
知
、
あ
る
い
は
相
談
・
指
導
な
ど
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年

11
月
22
日
に
は
、
法
人
会
も
参
画
さ
れ
る
、

栃
木
県
税
務
連
絡
協
議
会
か
ら
「
消
費
税
期

限
内
完
納
推
進
」
の
宣
言
を
い
た
だ
き
、
誠

に
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁

に
つ
い
て
は
、
政
府
全
体
で
取
り
組
む
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
税
務
署
内
に
「
消
費
税
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
、
転
嫁
及
び
価
格

表
示
に
つ
い
て
も
適
切
か
つ
丁
寧
に
対
応
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
や
行
政

運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を

始
め
と
す
る
税
務
行
政
の
I
C
T
化
の
一
層

の
進
展
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
ま
も
な
く
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の
時
期

を
迎
え
ま
す
が
、
宇
都
宮
税
務
署
で
は
、
本

年
も
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
と
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
、
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
会
場
に
お
い
て

確
定
申
告
の
相
談
・
受
付
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
所
得
税
等
の
確
定
申
告
も
、「
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
簡
単
申
告
」、「
添
付
書
類

を
提
出
省
略
」、「
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
」

な
ど
の
メ
リ
ッ
卜
の
あ
る
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」

を
是
非
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平成26年４月１日から消費税率が引き上げられます。
「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律」
により、消費税法の一部が改正されました。主な改正内容は次のとおりです。

【主な改正内容】

宇都宮税務署

①消費税収入の使途が明確化されました。
　国分の消費税収入については、社会保障給付並びに少子化対策に要する経費（社会保障４経費）に充てるものとされ（社
会保障目的税化）、地方消費税（引上げ分）及び消費税収入に係る地方交付税分については、社会保障４経費を含む社会保障
施策に要する経費に充てるものとされています（社会保障財源化）。

③税率引上げに伴う経過措置が設けられました。
　適用開始日以後に行われる資産の譲渡等のうち一定のものについては、改正前の税率を適用することとする経過措置が講
じられています。

②消費税率を引き上げることとされました。
　次のとおり段階的に引上げが行われます。
●平成 26 年 4月 1日から　８%（消費税 6.3%　地方消費税 1.7%）
●平成 27 年 10 月 1日から　10%※（消費税 7.8%　地方消費税 2.2%）

※経済状況等を総合的に勘案した上で、
税率引上げの停止を含め所要の措置を
講ずることとされています。

【消費税の円滑かつ適正な転嫁等への取組】

　消費税は、価格への転嫁を通じて最終的に消費者にご負担いただくことを予定している税です。
　消費税の円滑かつ適正な転嫁に支障が生じないよう、政府として、強力かつ実効性のある転嫁対策等を実施するため、「消費税
の円滑かつ適正な転嫁の確保のための消費税の転嫁を阻害する行為の是正等に関する特別措置法」（平成 25 年 10 月１日施行「消
費税転嫁対策特別措置法」）において、消費税の転嫁等に関する様々な施策を講じています。 

【総額表示義務の特例】

　「消費税の円滑かつ適正な転嫁の確保のための消
費税の転嫁を阻害する行為の是正等に関する特別
措置法」により総額表示義務の特例が設けられて
います。特例の内容は次のとおりです。

●総額表示義務の特例
　平成25年10月１日から平成29年３月31日までの間、現に表示する価
格が税込表示であると誤認されないための措置を講じているときに限
り、税込価格を表示することを要しないこととされています。

　転嫁・価格表示・便乗値上げ等に関する政府共通の窓口
として、「消費税価格転嫁等総合相談センター」が設置さ
れました。
　同センターでは、①転嫁に関する問合せ、②広告・宣伝に
関する問合せ、③消費税総額表示に関する問合せ、④便乗値
上げに関する問合せを受け付けています（税に関する問合
せは、最寄の税務署へお問い合わせください。）。

消費税の価格転嫁対策の内容については、内閣府ホームページ「消費税価格転嫁等対策」（下記ＵＲＬ）をご覧ください。

http://www.cao.go.jp/tenkataisaku/index.html

http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/shohi/kaisei/201304.htm

国税庁では、ホームページ に、「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革関係）」の
特集ページを設け、消費税法の改正内容等の広報・周知を行っています。

《消費税価格転嫁等総合相談センター》

特例を適用する場合の
価格表示例

専用ダイヤル　0570-200-123
※受付時間／平日9：00～17：00（平成26年３月・４月は土曜日も受付）

URL：http://www.tenkasoudan.go.jp （24 時間受付）

ご相談は、専用ダイヤル又は
HP上の専用フォームをご利用ください。

○○○円（税抜き） ○○○円（税抜価格） ○○○円（本体価格） ○○○円＋税

国税庁
ホームページ
（URL）
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宇都宮
税務署 宇都宮白楊高校

JR
宇
都
宮
駅

宇都宮市体育館
宇都宮駅東公園

宇都宮東郵便局

国道 123 号線

新
国
道
４
号
バ
イ
パ
ス

至
上
三
川I.C

国
道
４
号
線

宇都宮大学至東京至東京

至仙台

県庁

123

４

４

泉が丘

峰町

平松町

至仙台

マロニエプラザ

　平成25年分の申告と納税は、所得税及び復興特別所得税・贈与税は３月17日㈪まで、個人事業者の消費税
及び地方消費税は３月31日㈪までです。
　納税は、安全・便利・確実な振替納税をぜひご利用ください。
　なお、振替納税を利用されている方の確定申告分に係る振替日は、所得税及び復興特別所得税が４月22日
㈫、個人事業者の消費税及び地方消費税は４月24日㈭です。

宇都宮税務署

申告書はｅ－Ｔａｘを利用して
お早目に提出してください
（www.nta.go.jp）

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を
利用していただくと、簡単に申告書が作成でき、作成した
申告データは、ｅ－Ｔａｘを利用して提出（事前準備が必
要です）することができます。
　また、上記で作成した申告データは、印刷すればそのま
ま郵送することもできます。

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が
拡大されました

　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の事業
所得、不動産所得または山林所得の合計額が300万円を超
える方に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、これ
らの所得を生ずべき業務を行うすべての方（所得税の申告
を行う必要がない方を含みます）について、26年１月か
ら同様に必要となりました。

復興特別所得税に関するお知らせ

　平成25年分から平成49年分までの各年分については、
所得税と併せて復興特別所得税の申告及び納付をすること
とされています。
　復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則と
して、その年分の所得税額）に2.1％の税率を掛けて計算
した金額です。

宇都宮税務署の確定申告会場
〈マロニエプラザ〉ご案内

確定申告のお知らせ

※上記開設期間中、宇都宮税務署庁舎では申告相談を行って
　おりませんので、ご注意ください。

（土、日を除く）
２月14日㈮～３月17日㈪開設期間

午前９時～午後４時受　付

ただし、２月23日㈰と３月２日㈰は開設します。

宇都宮市昭和 2-1-7    TEL 028-621-2151 （自動音声案内）宇都宮税務署

■マロニエプラザ
　会場で行うこと
　ができる手続

納税証明書の
請求・受領納　税郵送による

申告書提出申告書の提出申告書等の
入手

申告の相談
申告書の作成

マロニエプラザ
●徒歩／JR宇都宮駅東口から
　　　　約15分
●バス／JR宇都宮駅西口
　　　　９番のりば
　　　　越戸経由柳田車庫行・
　　　　越戸経由松下電器前行
　　　「白楊高校」下車
　　　（徒歩約３分）

宇都宮市元今泉6-1-37

 ❺



細 谷 戸 祭

マ ロ ニ エ

御 幸 平 出

駅 東

石 井 横 田

陽 南 幕 田

さ く ら

藤 咲　光 司

大 渕　能 憲

中 島　孝 憲

中 田　貴 之

伊 藤　朋 一 郎

山 本　晃 利

田 中　友 康

豊 田 　 収

石 塚　保 知

吉 本　正 人

髙 橋　里 樹

猪 口　幸 子

山 中　健 一 郎

高 橋 　 勉

中 山　光 男

神 山 　 光

門 倉　秀 夫

下 山　久 子

齋 藤　義 弘

刑 部　裕 文

青 木　康 柄

齊 藤　栄 一

髙 倉　義 明

岩 崎　節 夫

大 塚　信 男

倉 橋　耕 平

村 松　宏 伯

飯 野　邦 俊

田 近　吉 幸

森 　 文 良

猪 瀬　昌 子

入 江　千 鶴 子

石 村　昌 輝

薄 井 　 晃

鈴 木　美 佐

亀 山 　 浩

河 村　公 威

細 谷　昌 宏

君 島 　 光

齋 藤　克 己

鈴 木　浩 之

大 久 保　知 裕

櫻 井　昭 男

千 葉　哲 夫

宇都宮市戸祭町３０３１－１

宇都宮市下戸祭１丁目１２－１７

宇都宮市上戸祭町２２３－２４

宇都宮市下戸祭２丁目１０－１６

宇都宮市上戸祭町７３２－２

宇都宮市富士見が丘３丁目２３－７

宇都宮市東宝木町１２－１０

宇都宮市細谷町６４２

宇都宮市竹林町１６９－２

宇都宮市大曽１丁目３－６

宇都宮市大曽１丁目８－１０

宇都宮市御幸ヶ原町１２２－４６

宇都宮市御幸ヶ原町５９－１２

宇都宮市御幸ヶ原町７４－４

宇都宮市越戸２丁目１５－１４

宇都宮市中久保１丁目１０－６

宇都宮市泉が丘２丁目２－３

宇都宮市簗瀬町２３８８

宇都宮市東峰町３４４１－１１

宇都宮市平松本町７７０－７

宇都宮市宿郷３丁目１６－１２

宇都宮市川田町９６５

宇都宮市石井町２８０５

宇都宮市下栗町２２９２－８

宇都宮市問屋町３４１３－７４宇都

宮市幕田町１２６９－３

宇都宮市西川田５丁目２１－１２

宇都宮市西川田町１０５６－２

宇都宮市西川田南２丁目１２－１

宇都宮市兵庫塚２丁目１１－１１

宇都宮市西川田５丁目７－５

宇都宮市八千代２丁目９－１３

宇都宮市西川田５丁目９－１２

宇都宮市幕田町３８３－１

宇都宮市材木町４－２９

宇都宮市鶴田町１５５７－１

宇都宮市鶴田町１４２７

宇都宮市鶴田町５０５－１５

宇都宮市砥上町３３２－１６

宇都宮市鶴田町１５９４－１２

宇都宮市鶴田町４５１－９

宇都宮市大寛１－２１６５

宇都宮市上欠町１２３１－４３

宇都宮市鶴田町７１４

飲食業

飲食店

調剤薬局

家電販売及び工事

小売

電気工事業

不動産売買

圧縮機の販売・メンテナンス

自動車整備

飲食業

中古車販売

建設業

保険代理業

医薬品販売

コンビニエンスストアー

容器業

社会保険労務士

飲食店

医療

電気工事業

保険代理店

食品製造業

ITソフトウェア

鮮魚小売業

内装材卸

解体工

タオル・贈答品卸

警備業

飲食業

建築業

薬局

その他のサービス業

音楽製作

建設業

内装仕上（畳 襖）

医療機器卸

建設業

飲食業

総合空調、電気設備メンテナンス工事

建設業

建設（設計及び施工）

専修学校

産業・一般廃棄物収集・運搬

不動産管理業

㈱奴寿司

㈲リベロ

㈱トラクション

中田デンキ

㈱レコルテ

㈱山晃電気

㈲明倫舎

㈲関東汎用機

イシツカプロジェクト

㈱ニューゲートカンパニー

RIJI TRADING ㈱

㈱ウェルビング

㈱スイートピー保険事務所

㈲ドラッグタカハシ

AKT ㈱

神山商店

門倉労務管理事務所

㈲寶龍

（医）ひだまりの森クリニック

㈱ロイヤルデンキ

コネクション

㈱日東コーン・アルム

㈱日本マイクロニクス

㈲丸岩水産

ダイコクインテリア㈱

㈱川又興業

㈲ミヤタオル

㈲セイフティ・ライフ

タジカ

森建装

㈲ミドリ薬局

㈱ツインレットコーポレーション

㈱MTR

㈱英和技研

㈱松本

㈱バーデック北関東

㈱ピースノート

㈱ホソヤ

㈲太陽空調

斉藤建設㈱

㈱日本設計

宇都宮アートアンドスポーツ専門学校

㈲桜井クリーンサービス

㈱コメット

所属支部 法人名 代表者 住　　所 業　　種

新 会 員 紹 介 （平成25年９月～平成25年11月入会）
さ く ら

西 原 花 房

清 住 塙 田

馬 場 宮 園

中 央

北

清 原

城 山

雀 宮

河 内

上 三 川

上 河 内

寺 崎　悦 夫

大 川 原           昇

竹 内　智 祐

齋 藤　忠 千 代

掛 端　太 郎

村 岡　祐 樹

大 根 田　賢 二

青 木　一 郎

近 能　明 美

森 田　光 平

山 口　岳 穂

熊 本　勇 治

小 林　正 幸

高 橋　大 輔

新 名　真 人

濱 野　昌 彦

横 須 賀　貞 夫

佐 藤　和 弘

佐 藤　和 弘

中 村　権 一

佐 藤　文 夫

岩  﨑   正  日  登

池 田　広 行

小 川　明 男

加 納　光 明

常 盤　陽 一

福 田　悦 子

野 澤　宣 夫

S.H. チャミンダ

小 森　道 夫

浅 野　博 司

早 川　基 雄

篠  﨑   志  津  子

高 橋　志 津 子

鈴 木　榮 一

鈴 木　繁 雄

石 野 　 修

佐 藤　芳 男

上 野　み つ 子

浅 井　宏 益

菱 沼　英 昭

斎 藤　道 雄

若 泉　政 弘

藤 村　宗 司

伊 藤　友 和

安 藤　康 之

宇都宮市鶴田２丁目４５－１５

宇都宮市砥上町３３６－６８

宇都宮市鶴田町３６２０－８

宇都宮市一の沢１丁目４－２０

宇都宮市砥上町３４７－２２－２

宇都宮市西原１丁目６－２

宇都宮市京町１－２３

宇都宮市吉野１丁目４－９

宇都宮市花房２丁目９－１４

宇都宮市新町２丁目６－１１

宇都宮市一条１丁目２－１６

宇都宮市松原２丁目７－３５

宇都宮市塙田５丁目１－１９

宇都宮市池上町１－１０

宇都宮市馬場通り３丁目３－６

宇都宮市馬場通り３丁目１－１７

宇都宮市池上町３－８

宇都宮市南大通り１丁目７－８

宇都宮市南大通り１丁目７－８

宇都宮市旭１丁目５－１２

宇都宮市野沢町１－５５

宇都宮市宝木本町１７６８

宇都宮市上横倉町５４１

宇都宮市横山１丁目１６－７

宇都宮市上籠谷町３４４２－１

宇都宮市ゆいの杜２丁目１－４

宇都宮市上籠谷町３３５７－３

宇都宮市氷室町２６８７

宇都宮市上籠谷町３０１７－１

宇都宮市駒生町１３５９

宇都宮市西の宮１丁目２－１９

宇都宮市田野町２５４－６

宇都宮市宮の内３丁目１６５－５

宇都宮市若松原１丁目５－４０

宇都宮市茂原３丁目１００３－４

宇都宮市茂原３丁目１００３－４

宇都宮市宮の内４丁目１５０－１５

宇都宮市南町５－７

宇都宮市宮の内４丁目１４０－２１

宇都宮市みどり野町３２－１４

宇都宮市古田町７４３－５

宇都宮市中岡本町２７８４－３

上三川町大字下神主５１

壬生町緑町１丁目１９－１

宇都宮市松風台１２００－２１１

宇都宮市金田町１－４

不動産管理

クレーンメンテナンス業

建設機械リース業

小売業

建設業

飲食業

測量

不動産賃貸業

不動産賃貸業

不動産賃貸業

サービス業

建設業

雑貨等の通信販売業

美容業

飲食業

不動産業

酒類製造販売

測量

コンサルタント

飲食業

空調設備

福祉施設・老人ホーム

家具インテリア用品の塗装業

造園業

建築物工事業

歯科

飲食業

建築工事業

自動車小売業

製造業

土木工事業

建設業

不動産賃貸業

不動産賃貸業

建築業

介護事業

電機機械器具製造

飲食 卸・小売

清掃業

地質調査

建設業

旅行業

電気工事業

産業廃棄物処理業

人材派遣業

自動車の板金塗装

㈱寺勇

㈲大昇ホイストサービス

㈲ケーン工業

㈲さいとう忠商店

㈱栃木グランドプロ

村岡商事㈱

㈲大根田測量

㈲青木不動産

㈲上の瀧屋

㈱森盛

山口会計事務所

熊本㈱

合同会社ｌｉｂｅｒｏ

HAIR そら

コデリカ

ネクストハウス

宇都宮ブルワリー㈱

㈱日豊

ケーエスコンサルティング㈱

㈱大権商事

佐藤空調㈱

社会福祉法人正恵会

㈲エーアイエー

㈱グリーンリバースオガワ

㈱UYK

ときわ歯科クリニック

スリール

NOZAWA建築工房

㈲ケイトインターナショナル

㈲小森製作所

㈲アサノ興業

㈱大基

（個人会員）

（個人会員）

NPO法人関東200年住宅再生ネットワーク機構

あいしん㈱

㈲石野精工

㈲しんせんや

クリーンサービスのウエノ

浅井ボーリング

㈲菱沼工業

㈲ワールド旅行

ななほし電機合同会社

㈱マルフジ産業

㈱イスト

安藤自動車工業㈲

❻



所属支部 法人名 代表者 住　　所 業　　種

細 谷 戸 祭

マ ロ ニ エ

御 幸 平 出

駅 東

石 井 横 田

陽 南 幕 田

さ く ら

藤 咲　光 司

大 渕　能 憲

中 島　孝 憲

中 田　貴 之

伊 藤　朋 一 郎

山 本　晃 利

田 中　友 康

豊 田 　 収

石 塚　保 知

吉 本　正 人

髙 橋　里 樹

猪 口　幸 子

山 中　健 一 郎

高 橋 　 勉

中 山　光 男

神 山 　 光

門 倉　秀 夫

下 山　久 子

齋 藤　義 弘

刑 部　裕 文

青 木　康 柄

齊 藤　栄 一

髙 倉　義 明

岩 崎　節 夫

大 塚　信 男

倉 橋　耕 平

村 松　宏 伯

飯 野　邦 俊

田 近　吉 幸

森 　 文 良

猪 瀬　昌 子

入 江　千 鶴 子

石 村　昌 輝

薄 井 　 晃

鈴 木　美 佐

亀 山 　 浩

河 村　公 威

細 谷　昌 宏

君 島 　 光

齋 藤　克 己

鈴 木　浩 之

大 久 保　知 裕

櫻 井　昭 男

千 葉　哲 夫

宇都宮市戸祭町３０３１－１

宇都宮市下戸祭１丁目１２－１７

宇都宮市上戸祭町２２３－２４

宇都宮市下戸祭２丁目１０－１６

宇都宮市上戸祭町７３２－２

宇都宮市富士見が丘３丁目２３－７

宇都宮市東宝木町１２－１０

宇都宮市細谷町６４２

宇都宮市竹林町１６９－２

宇都宮市大曽１丁目３－６

宇都宮市大曽１丁目８－１０

宇都宮市御幸ヶ原町１２２－４６

宇都宮市御幸ヶ原町５９－１２

宇都宮市御幸ヶ原町７４－４

宇都宮市越戸２丁目１５－１４

宇都宮市中久保１丁目１０－６

宇都宮市泉が丘２丁目２－３

宇都宮市簗瀬町２３８８

宇都宮市東峰町３４４１－１１

宇都宮市平松本町７７０－７

宇都宮市宿郷３丁目１６－１２

宇都宮市川田町９６５

宇都宮市石井町２８０５

宇都宮市下栗町２２９２－８

宇都宮市問屋町３４１３－７４宇都

宮市幕田町１２６９－３

宇都宮市西川田５丁目２１－１２

宇都宮市西川田町１０５６－２

宇都宮市西川田南２丁目１２－１

宇都宮市兵庫塚２丁目１１－１１

宇都宮市西川田５丁目７－５

宇都宮市八千代２丁目９－１３

宇都宮市西川田５丁目９－１２

宇都宮市幕田町３８３－１

宇都宮市材木町４－２９

宇都宮市鶴田町１５５７－１

宇都宮市鶴田町１４２７

宇都宮市鶴田町５０５－１５

宇都宮市砥上町３３２－１６

宇都宮市鶴田町１５９４－１２

宇都宮市鶴田町４５１－９

宇都宮市大寛１－２１６５

宇都宮市上欠町１２３１－４３

宇都宮市鶴田町７１４

飲食業

飲食店

調剤薬局

家電販売及び工事

小売

電気工事業

不動産売買

圧縮機の販売・メンテナンス

自動車整備

飲食業

中古車販売

建設業

保険代理業

医薬品販売

コンビニエンスストアー

容器業

社会保険労務士

飲食店

医療

電気工事業

保険代理店

食品製造業

ITソフトウェア

鮮魚小売業

内装材卸

解体工

タオル・贈答品卸

警備業

飲食業

建築業

薬局

その他のサービス業

音楽製作

建設業

内装仕上（畳 襖）

医療機器卸

建設業

飲食業

総合空調、電気設備メンテナンス工事

建設業

建設（設計及び施工）

専修学校

産業・一般廃棄物収集・運搬

不動産管理業

㈱奴寿司

㈲リベロ

㈱トラクション

中田デンキ

㈱レコルテ

㈱山晃電気

㈲明倫舎

㈲関東汎用機

イシツカプロジェクト

㈱ニューゲートカンパニー

RIJI TRADING ㈱

㈱ウェルビング

㈱スイートピー保険事務所

㈲ドラッグタカハシ

AKT ㈱

神山商店

門倉労務管理事務所

㈲寶龍

（医）ひだまりの森クリニック

㈱ロイヤルデンキ

コネクション

㈱日東コーン・アルム

㈱日本マイクロニクス

㈲丸岩水産

ダイコクインテリア㈱

㈱川又興業

㈲ミヤタオル

㈲セイフティ・ライフ

タジカ

森建装

㈲ミドリ薬局

㈱ツインレットコーポレーション

㈱MTR

㈱英和技研

㈱松本

㈱バーデック北関東

㈱ピースノート

㈱ホソヤ

㈲太陽空調

斉藤建設㈱

㈱日本設計

宇都宮アートアンドスポーツ専門学校

㈲桜井クリーンサービス

㈱コメット

さ く ら

西 原 花 房

清 住 塙 田

馬 場 宮 園

中 央

北

清 原

城 山

雀 宮

河 内

上 三 川

上 河 内

寺 崎　悦 夫

大 川 原           昇

竹 内　智 祐

齋 藤　忠 千 代

掛 端　太 郎

村 岡　祐 樹

大 根 田　賢 二

青 木　一 郎

近 能　明 美

森 田　光 平

山 口　岳 穂

熊 本　勇 治

小 林　正 幸

高 橋　大 輔

新 名　真 人

濱 野　昌 彦

横 須 賀　貞 夫

佐 藤　和 弘

佐 藤　和 弘

中 村　権 一

佐 藤　文 夫

岩  﨑   正  日  登

池 田　広 行

小 川　明 男

加 納　光 明

常 盤　陽 一

福 田　悦 子

野 澤　宣 夫

S.H. チャミンダ

小 森　道 夫

浅 野　博 司

早 川　基 雄

篠  﨑   志  津  子

高 橋　志 津 子

鈴 木　榮 一

鈴 木　繁 雄

石 野 　 修

佐 藤　芳 男

上 野　み つ 子

浅 井　宏 益

菱 沼　英 昭

斎 藤　道 雄

若 泉　政 弘

藤 村　宗 司

伊 藤　友 和

安 藤　康 之

宇都宮市鶴田２丁目４５－１５

宇都宮市砥上町３３６－６８

宇都宮市鶴田町３６２０－８

宇都宮市一の沢１丁目４－２０

宇都宮市砥上町３４７－２２－２

宇都宮市西原１丁目６－２

宇都宮市京町１－２３

宇都宮市吉野１丁目４－９

宇都宮市花房２丁目９－１４

宇都宮市新町２丁目６－１１

宇都宮市一条１丁目２－１６

宇都宮市松原２丁目７－３５

宇都宮市塙田５丁目１－１９

宇都宮市池上町１－１０

宇都宮市馬場通り３丁目３－６

宇都宮市馬場通り３丁目１－１７

宇都宮市池上町３－８

宇都宮市南大通り１丁目７－８

宇都宮市南大通り１丁目７－８

宇都宮市旭１丁目５－１２

宇都宮市野沢町１－５５

宇都宮市宝木本町１７６８

宇都宮市上横倉町５４１

宇都宮市横山１丁目１６－７

宇都宮市上籠谷町３４４２－１

宇都宮市ゆいの杜２丁目１－４

宇都宮市上籠谷町３３５７－３

宇都宮市氷室町２６８７

宇都宮市上籠谷町３０１７－１

宇都宮市駒生町１３５９

宇都宮市西の宮１丁目２－１９

宇都宮市田野町２５４－６

宇都宮市宮の内３丁目１６５－５

宇都宮市若松原１丁目５－４０

宇都宮市茂原３丁目１００３－４

宇都宮市茂原３丁目１００３－４

宇都宮市宮の内４丁目１５０－１５

宇都宮市南町５－７

宇都宮市宮の内４丁目１４０－２１

宇都宮市みどり野町３２－１４

宇都宮市古田町７４３－５

宇都宮市中岡本町２７８４－３

上三川町大字下神主５１

壬生町緑町１丁目１９－１

宇都宮市松風台１２００－２１１

宇都宮市金田町１－４

不動産管理

クレーンメンテナンス業

建設機械リース業

小売業

建設業

飲食業

測量

不動産賃貸業

不動産賃貸業

不動産賃貸業

サービス業

建設業

雑貨等の通信販売業

美容業

飲食業

不動産業

酒類製造販売

測量

コンサルタント

飲食業

空調設備

福祉施設・老人ホーム

家具インテリア用品の塗装業

造園業

建築物工事業

歯科

飲食業

建築工事業

自動車小売業

製造業

土木工事業

建設業

不動産賃貸業

不動産賃貸業

建築業

介護事業

電機機械器具製造

飲食 卸・小売

清掃業

地質調査

建設業

旅行業

電気工事業

産業廃棄物処理業

人材派遣業

自動車の板金塗装

㈱寺勇

㈲大昇ホイストサービス

㈲ケーン工業

㈲さいとう忠商店

㈱栃木グランドプロ

村岡商事㈱

㈲大根田測量

㈲青木不動産

㈲上の瀧屋

㈱森盛

山口会計事務所

熊本㈱

合同会社ｌｉｂｅｒｏ

HAIR そら

コデリカ

ネクストハウス

宇都宮ブルワリー㈱

㈱日豊

ケーエスコンサルティング㈱

㈱大権商事

佐藤空調㈱

社会福祉法人正恵会

㈲エーアイエー

㈱グリーンリバースオガワ

㈱UYK

ときわ歯科クリニック

スリール

NOZAWA建築工房

㈲ケイトインターナショナル

㈲小森製作所

㈲アサノ興業

㈱大基

（個人会員）

（個人会員）

NPO法人関東200年住宅再生ネットワーク機構

あいしん㈱

㈲石野精工

㈲しんせんや

クリーンサービスのウエノ

浅井ボーリング

㈲菱沼工業

㈲ワールド旅行

ななほし電機合同会社

㈱マルフジ産業

㈱イスト

安藤自動車工業㈲

❼







秋　季
講演会

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」

税
を
考
え
る
週
間

　乙
武
洋
匡
氏
が
講
演

お
と

た
け

ひ
ろ

た
だ

　「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
行
事
の
一
環
と

し
て
、
11
月
13
日
㈬
、
当
法
人
会
と
関
東

信
越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部
共
催
に
よ
る

秋
季
講
演
会
が
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
『
五
体
不
満
足
』
の
著

書
で
、
現
在
東
京
都
教
育
委
員
を
つ
と
め

る
乙
武
洋
匡
氏
。
1
5
0
0
人
を
超
え
る

超
満
員
の
聴
衆
を
前
に
「
み
ん
な
ち
が
っ

て
、
み
ん
な
い
い
」
と
題
し
て
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
90
分
間
に
わ
た
っ
て
講

演
し
た
。

　「
五
体
不
満
足
」
を
書
い
て
か
ら
15
年
が

経
ち
、
今
年
37
歳
に
な
っ
た
。
こ
の
間
に

結
婚
も
し
二
児
の
父
親
に
な
っ
た
。
私
自

身
、
３
年
前
ま
で
小
学
校
の
担
任
を
し
て

い
た
。

　
一
口
に
小
学
生
と
い
っ
て
も
、
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
幅
が
あ
る
。
低
学
年
は

素
直
、「
手
足
が
ど
う
し
て
な
い
の
？
　
ど

う
や
っ
て
車
椅
子
を
動
か
す
の
？
」 

と
遠

慮
な
し
に
質
問
し
て
く
る
。
私
は
た
い
て

い
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
が
、
給
食
の

時
に
困
る
の
は
、
牛
乳
瓶
の
キ
ャ
ッ
プ
を

開
け
ら
れ
な
い
こ
と
。 「
先
生
ボ
ク
が
開
け

て
あ
げ
る
！
」
と
、
だ
れ
が
キ
ャ
ッ
プ
を

開
け
る
か
で
小
競
り
合
い
に
な
る
。

　
高
学
年
の
子
は
私
の
体
の
こ
と
が
気
に

は
な
っ
て
い
る
が
、
聞
い
て
は
い
け
な
い

の
か
と
思
っ
て
、
あ
ま
り
障
害
の
こ
と
に

触
れ
て
こ
な
い
。
３
か
月
ぐ
ら
い
経
っ
た

頃
、
５
年
生
の
女
の
子
が
靴
の
話
を
し
て

い
た
。「
先
生
は
靴
の
サ
イ
ズ
い
く
つ
？
」

「
先
生
、
靴
は
か
な
い
か
ら…

」

　
障
害
を
意
識
せ
ず
に
接
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
、
自
分
が

や
っ
と
子
ど
も
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

と
感
じ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　
教
員
時
代
は
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
よ
う

な
ク
ラ
ス
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
。
一

つ
ひ
と
つ
の
ピ
ー
ス
は
い
び
つ
な
形
を
し

て
い
る
が
、
こ
っ
ち
の
デ
ッ
パ
リ
と
あ
っ

ち
の
へ
っ
こ
み
を
組
み
合
わ
せ
て
い
け
ば
、

最
後
に
は
１
枚
の
美
し
い
絵
に
な
る
。
み

ん
な
完
璧
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得

意
な
こ
と
を
活
か
し
、
苦
手
な
こ
と
を
補
っ

て
支
え
あ
っ
て
い
け
ば
、
豊
か
な
人
間
関

係
が
築
い
て
い
け
る
。
そ
れ
は
学
校
だ
け

で
は
な
く
、
家
庭
だ
っ
て
、
社
会
も
同
じ

だ
と
思
う
。

　「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
と
い
う
金
子
み

す
ゞ
さ
ん
の
詩
が
あ
る
。
誰
に
だ
っ
て
い

い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
の
が
普
通
な
の

に
対
し
、
こ
の
詩
は
「
私
は
鳥
の
よ
う
に

は
飛
べ
な
い
。
鳥
は
私
の
よ
う
に
地
面
を

速
く
は
走
れ
な
い
。
私
は
鈴
の
よ
う
に
き

れ
い
な
音
は
鳴
ら
な
い
。
鈴
は
私
の
よ
う

に
た
く
さ
ん
の
歌
は
知
ら
な
い
」
と
、
で

き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
並
べ
て
、「
み
ん

な
ち
が
っ
て
　
み
ん
な
い
い
」
と
締
め
く

く
っ
て
い
る
。

　
誰
に
だ
っ
て
長
所
が
あ
る
し
、
苦
手
な

こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
は
当
た

り
前
、
そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く

れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
詩
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
実
社
会
は
全
く
正
反
対

で
、
相
手
の
あ
ら
探
し
ば
か
り
し
て
い
て
、

つ
ま
ら
な
い
生
き
方
だ
と
思
う
。「
私
は
、

こ
れ
は
苦
手
な
ん
で
す
。
で
も
、
こ
れ
が

得
意
な
の
で
こ
れ
で
頑
張
り
た
い
」。
こ
ん

な
ふ
う
に
前
向
き
に
生
き
て
い
け
ば
、
人

生
楽
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　
講
演
の
最
後
の
質
疑
応
答
で
、
聴
衆
か

ら
「
子
育
て
の
秘
訣
」
を
聞
か
れ
、
乙
武

さ
ん
は
「
個
性
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
失
敗
し
て
も
、
た
だ
叱
る
の
で

は
な
く
長
所
を
み
つ
け
て
ほ
め
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
」
と
強
調
し
て
い
た
。
笑
い

あ
り
、
感
動
あ
り
の
90
分
間
で
あ
っ
た
。

　

講師の乙武洋匡氏

講演会会場風景
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教
育
資
金
口
座
の

開
設
等

入
学

資
金
等

入
学

資
金
等

入
学

資
金
等 入

学
資
金
等

一括贈与等

祖
父
母
等

孫

教育資金として支出したことを
金融機関が領収書などで確認

教育資金
の支払

→利用者は、学校の領収書などを
金融機関に提出する必要

使
い
残
し
が
あ
れ
ば

贈
与
税
を
課
税

教育資金
の支払

教育資金
の支払

30歳に
達するまで（文部科学省HPより）

「
孫
へ
教
育
資
金
」

贈
与
税
の
非
課
税
制
度

⑴
制
度
の
概
要

　
少
子
高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
る
今
の
日

本
、
誰
も
が
可
愛
い
子
や
孫
に
高
い
教
育
を

受
け
さ
せ
た
い
と
お
考
え
の
事
で
し
ょ
う
。

親
が
子
へ
生
活
や
教
育
の
支
援
を
す
る
事
は

当
然
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
者
が
行
う
時
は

贈
与
税
が
発
生
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
も
そ
も
贈
与
税
と
は
、
全
て
の
贈
与
に

課
税
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
夫
婦
や
親
子
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
の
扶
養

義
務
者
か
ら
生
活
費
や
教
育
費
に
充
て
る
た

め
に
、
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
贈

与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
、
扶
養
義
務
者
で
は
な
い
祖
父
母
か

ら
の
贈
与
に
関
し
て
、
教
育
資
金
に
関
し
て

非
課
税
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
に
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
の
期
間
が
設
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
祖
父
母
が
、
孫
の
教
育

資
金
に
充
て
る
た
め
、
金
融
機
関
と
教
育
資

金
管
理
契
約
に
基
づ
き
、
祖
父
母
か
ら
「
教

育
資
金
口
座
の
開
設
等
」
に
よ
っ
て
贈
与
を

受
け
た
場
合
は
、
１
５
０
０
万
円
ま
で
の
金

額
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

⑵
教
育
資
金
口
座
の
開
設

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

金
融
機
関
に
お
い
て
「
教
育
資
金
口
座
の
開

設
等
」
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
受
贈
者

（
つ
ま
り
孫
）
は
、
口
座
を
開
設
し
た
金
融

機
関
等
を
経
由
し
て
教
育
資
金
非
課
税
申
告

書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
贈

与
税
が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
口
座
の
開
設
に
は
、
以
下
の
三
つ
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
信
託
受
益
権
を
与
え
る
（※

１
）

②
書
面
に
よ
る
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
金
銭

を
銀
行
等
に
預
入
を
す
る

③
書
面
に
よ
る
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
金
銭

等
で
証
券
会
社
等
で
有
価
証
券
を
購
入
す
る

※

１
「
信
託
受
益
権
」
と
は
、
信
託
銀
行
な

ど
に
資
産
を
預
け
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
収

益
を
受
け
取
る
権
利
を
言
い
ま
す

⑶
教
育
資
金
の
支
払

　
教
育
資
金
の
支
払
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
支
払
に
充
て
た
金
銭
に
係
る
領
収
書
等

そ
の
支
払
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
、
教
育

資
金
口
座
の
開
設
等
を
し
た
金
融
機
関
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑷
教
育
資
金
口
座
に
係
る
契
約
の
終
了

　
こ
の
契
約
は
、
以
下
の
①
〜
③
の
事
由
に

該
当
し
た
と
き
に
終
了
し
ま
す
。

①
受
贈
者
が
30
歳
に
達
し
た
こ
と

②
受
贈
者
が
死
亡
し
た
こ
と

③
口
座
等
の
残
高
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
か
つ
、

教
育
資
金
管
理
契
約
が
終
了
し
た
こ
と

⑸
注
意
点

　
こ
の
制
度
に
は
注
意
す
べ
き
点
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。

①
教
育
資
金
の
範
囲

　
教
育
資
金
に
は
、
二
種
類
の
使
途
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
「
学
校
等
に
対
し
て
直
接
支
払

わ
れ
る
」
金
銭
。
例
え
ば
入
学
金
や
授
業
料
・

修
学
旅
行
費
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
次
に
「
学
校
等
以
外
に
対
し
て
直
接
支
払

わ
れ
る
」
金
銭
が
あ
り
ま
す
。
学
習
塾
や
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
そ
の
他
教
養
の
向
上
の

た
め
の
活
動
に
係
る
指
導
な
ど
、
社
会
通
念

上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
へ
の
対
価
で

す
。
ご
注
意
頂
き
た
い
の
は
、
学
校
以
外
へ

の
支
払
い
に
つ
い
て
は
５
０
０
万
円
ま
で
が

限
度
と
な
っ
て
い
る
点
で
す
。

②
契
約
終
了
時

　
契
約
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
30
歳
で
終
了

し
ま
す
が
、
そ
の
時
点
で
残
金
が
あ
れ
ば
贈

与
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
教
育
資
金
と
し

て
使
わ
れ
な
か
っ
た
金
銭
は
、
30
歳
で
贈
与

さ
れ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
こ

の
時
、
教
育
資
金
と
は
認
め
ら
れ
な
い
支
出

も
贈
与
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
年
の
申
告
期
限
ま
で
に
贈
与
税
を
申
告

し
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
本
来
な
ら
ば
毎
年
１
１
０
万
円
の
基
礎
控

除
内
で
贈
与
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
財
産
に

ま
で
、
贈
与
税
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
教
育
資
金
の
範
囲
外
と
し
て
支

出
さ
れ
た
金
銭
に
も
課
税
さ
れ
る
た
め
、
口

座
残
高
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
贈
与
税
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
こ
の
制

度
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
30
歳
終
了
時
の

口
座
残
高
や
支
出
し
て
き
た
教
育
資
金
の
範

囲
な
ど
に
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
以
上
、
制
度
の
概
略
で
す
の
で
、
詳
細
は

税
務
署
又
は
お
近
く
の
税
理
士
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

（
文
責  

関
東
信
越
税
理
士
会 

宇
都
宮
支
部

　
大
根
田
良
二
）

コーナー

税 理
士 会
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新

た
な
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
10
月
に
は
宇
都
宮
に
て
第

31
回
法
人
会
全
国
大
会
と
ち
ぎ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
青
年
部
会
と
し
て
も
積
極
的
に

運
営
に
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
会
成
功
に
向
け
、青
年
部
会
メ
ン
バ
ー

も
平
成
25
年
10
月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
30
回
法
人
会
全
国
大
会
青
森
大
会
、
11
月

の
第
27
回
「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」
広

島
大
会
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
活
動
の
大
き
な
柱
と
掲
げ
て
お
り

ま
す
各
支
部
と
の
連
携
に
よ
る
租
税
教
育
活

動
に
つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
参
加
し
て
ま

い
り
ま
す
。
11
月
９
日
に
は
金
柿
副
部
会
長

が
岡
本
西
小
学
校
で
租
税
教
室
の
講
師
を
務

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て

も
青
年
部
会
と
し
て
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
支
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
こ
の
一
年
が
実
り
多

き
、
良
き
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
願
い
、
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
25
年
11
月
７
日
・
８
日
に
広
島
市
に

お
い
て
「
第
27
回
　
全
国
青
年
の
集
い
　
広

島
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宇
都
宮
法

人
会
青
年
部
会
か
ら
﨑
尾
部
会
長
・
上
野
直

前
部
会
長
は
じ
め
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
７
日
に
は
広
島
国
際
会
議
場
に
て
全
法
連

青
年
部
会
定
時
連
絡
協
議
会
、
そ
の
後
　
租

税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
翌
８
日
に
は
、
部
会
長
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、「
百
万
一
心
！
10
年

先
の
青
年
部
会
の
理
想
の
姿
に
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
青
年
部

会
長
た
ち
が
熱
く
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
基
調
講
演
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
や
俳
優
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
吉
川
晃

司
氏
が
「
日
本
一
心
　
日
本
の
未
来
に
果
た

す
べ
き
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
東
日
本
大
震
災

後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
感
じ
た

こ
と
、
そ
の
活
動
で
自
分
の
意
識
が
変
わ
っ

た
こ
と
な
ど
、
同
世
代
の
私
た
ち
に
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
懇
親
会
で
は
各

地
青
年
部
会
メ
ン

バ
ー
と
交
流
を
深

め
、
来
年
の
秋
田
大

会
で
の
再
会
を
誓
い

終
了
し
ま
し
た
。

　
11
月
２
日
・
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
宮

の
市
で
の
法
人
会
ブ
ー
ス
出
店
に
、
親
会
の

社
会
貢
献
委
員
と
と
も
に
青
年
部
会
メ
ン

バ
ー
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
気
仙
沼
で
水
揚
げ

さ
れ
た
秋
刀
魚
を
焼
い
て
市
民
の
皆
様
に
提

供
し
ま
し
た
。
両
日
と
も
に
盛
況
で
、
約

3
0
0
0
匹
の
秋
刀
魚
を
振
る
舞
い
、
市
民

の
皆
様
か
ら
カ
ン
パ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
頂

戴
し
た
浄
財
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

気
仙
沼
の
社
会
福
祉
法
人
に
寄
付
し
ま
し

た
。

青年
部会

﨑
尾
部
会
長 

新
年
ご
挨
拶

全
国
青
年
の
集
い 

広
島
大
会

▼青年部会メンバー広島大会にて

▲租税教室

▲第 30 回法人会全国大会青森大会

▲約４時間で 3,000 匹すべて完売

気
仙
沼
サ
ン
マ
祭
り
開
催
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女性
部会女性部会　部会長　

臼井栄子

▲歌舞伎座の前にて、参加者全員で。

▲今回の作品「シルクフラワー
　コンポートアレンジメント」

▲宇都宮文星女子高等学校の100名の生徒さんと共に

▲税金○×クイズ大会会場 ▲さあ、問題です！答えは○か×か

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
佳
き
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
恒
例

と
な
り
ま
し
た
重
度
障
害
児
者
へ
介
護
用
品

を
作
成
し
寄
贈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
租
税
教
育
活
動
と
し
て
「
税
金
○×

ク
イ
ズ
大
会
」
を
宇
都
宮
税
務
署
と
共
催

で
、
宇
都
宮
文
星
女
子
高
等
学
校
１
年
生
を

対
象
に
実
施
し
、
ど
ち
ら
も
下
野
新
聞
に
掲

載
さ
れ
、
皆
様
に
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
「
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
６
年
生
を

対
象
に
市
内
の
３
つ
の
小
学
校
で
実
施
中
で

す
。
今
後
沢
山
の
絵
は
が
き
が
届
く
予
定

で
、
大
変
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
研
修
、
社
会
貢
献
活
動
、
租
税
教
育

等
々
の
事
業
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
午
年
。
「
天
馬
が
天
空
を
駆
け

る
」
の
如
く
更
な
る
飛
翔
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
11
月
20
日
㈬
に
、
宇
都

宮
税
務
署
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
恒
例
の
「
税
金

○×

ク
イ
ズ
大
会
」
を

宇
都
宮
文
星
女
子
高
等
学

校
の
１
年
生
、
100
名
に
て

開
催
。
前
年
度
よ
り
個
人

で
は
な
く
、
５
、
６
人
ず

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
今
回
は
２
時
間
の
長

時
間
で
し
た
が
、
１
問
に

対
し
、
ゆ
っ
く
り
グ
ル
ー

プ
で
考
え
る
時
間
を
設

け
、
難
し
い
ク
イ
ズ
に

も
楽
し
そ
う
に
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。
優
勝
し

た
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

は
、
「
知
ら
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
将
来
は
き
ち
ん
と

税
金
を
納
め
ら
れ
る
大

人
に
な
り
た
い
。
」
と

の
感
想
。
税
の
知
識
力

を
深
め
る
有
意
義
な
租

税
教
室
と
な
り
ま
し

た
。

　
11
月
14
日
㈭
に
、
県
外
視
察
研
修
会
が
東

京
方
面
で
出
席
者
40
名
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
車
中
で
は
大
同
生
命
の
三
輪
課
長
を
講

師
に
、
「
税
と
生
命
保
険
に
つ
い
て
」
の
研

修
が
あ
り
、
続
い
て
前
年
の
「
税
金
○×

ク

イ
ズ
大
会
」
の
様
子
を
ビ
デ
オ
研
修
い
た
し

ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
東
京
ベ
イ
で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ラ
ン
チ
を
い
た

だ
き
、
お
台
場
の
「
マ
ダ
ム
・
タ
ッ
ソ
ー
」
で

世
界
の
著
名
人
の
等
身
大
蝋
人
形
を
見
学
。

束
の
間
の
セ
レ
ブ
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
今
年
杮
葺
落
さ
れ
た
伝
統
あ
る
歌

舞
伎
座
に
お
い
て
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
を

観
劇
し
、
日
本
の
古
典
芸
能
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
様
々
な
体

験
を
し
、
会
員
と
の
親
睦
も
更
に
深
ま
り
、

大
変
有
意
義
な
１
日
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

厚
生
委
員
　
森
田
陽
子

　
12
月
３
日
㈫
午
後
１
時
よ
り
、
法
人
会
会

館
２
階
に
お
い
て
、
相
澤
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
参
加
者
28
名
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー
　
コ
ン
ポ
ー

ト
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
を
作
成
。
本
物
と
間

違
え
そ
う
な
美
し
い
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー
を
ワ

イ
ヤ
ー
で
巻
い
た
り
、
切
っ
た
り
と
、
奮
闘

し
な
が
ら
も
皆
楽
し
そ
う
に
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
皆
そ
れ
ぞ
れ
個

性
あ
る
素
晴
ら
し

い
作
品
に
仕
上
が

り
、
幸
せ
い
っ
ぱ

い
の
笑
顔
が
広
が

る
楽
し
い
研
修
と

な
り
ま
し
た
。
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年
前
整
形
外
科
学
会
で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
一
言
し
ゃ
べ
れ
と
言
わ

れ
た
の
で
、「
こ
れ
か
ら
の
医
療
は
治
す
こ
と

ば
か
り
を
考
え
な
い
で
、
諦
め
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
」
と
発
言
し
一
部
賛
意
を
得
ま
し

た
。

　
３
、
４
年
前
の
新
聞
報
道
に
あ
り
ま
し
た

が
、
2
0
5
0
年
に
は
日
本
の
平
均
寿
命
は
三

分
の
二
の
確
率
で
90
才
を
超
え
る
と
書
い
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
そ
の
分
若
年
者
が
少
な
く
な
り
、

人
口
減
少
が
か
な
り
続
き
ど
う
安
定
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
い
人
数
で
長
命
に
な

る
の
が
現
在
の
と
こ
ろ
一
番
良
い
と
思
い
ま
す

が
、
人
間
の
体
は
そ
う
う
ま
く
出
来
て
い
な
い

の
で
、
ど
う
な
る
の
か
、
そ
う
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
大
学
医
学
部
在
学
中
の
時
、
教
育
学

部
の
社
会
保
障
専
門
の
教
授
籠
山
先
生
が
、

「
教
育
と
医
療
は
似
て
い
る
。
受
け
た
人
が
す

ぐ
に
そ
の
価
値
が
分
か
ら
な
い
。」 

と
い
う
よ

う
な
事
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
成
程

と
思
い
ま
し
た
が
、
最
近
復
刻
出
版
さ
れ
た

札
幌
農
学
校
な
る
本
を
読
む
と
ま
さ
に
籠
山

先
生
が
言
っ
た
事
が
そ
の
通
り
で
実
践
さ
れ

て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
籠
山
先
生
が
札
幌

農
学
校
の
本
を
読
ん
で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
前

述
の
発
言
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
札
幌
農
学
校
の
校

長
に
な
り
、
今
日
の
北
大
だ
け
で
な
く
、
日
本

の
教
育
の
礎
を
築
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
内
容
が
詳
し
く
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　
医
療
も
し
か
り
で
す
。
目
先
の
事
を
考
え

て
ば
か
り
い
た
の
で
は
、
後
々
大
変
な
事
に
な

る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。
大
部
分
の
病
気
は

殆
ど
放
っ
て
お
い
て
も
治
る
も
の
で
、
そ
の
場

し
の
ぎ
で
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
長
期
間
経
過

観
察
が
必
要
で
、
そ
の
変
化
に
応
じ
て
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
整
形
外
科
で
す
の
で
、
整
形
外
科
に

つ
い
て
書
き
ま
す
が
、
他
の
科
で
も
似
た
よ
う

な
事
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
成
長
期
の
子

供
に
つ
い
て
は
長
い
期
間
、
経
過
観
察
を
要
す

る
病
気
が
多
い
で
す
し
、
後
々
、
種
々
問
題
と

な
る
事
が
良
く
あ
り
ま
す
。
小
児
の
医
療
に

つ
い
て
は
現
在
の
医
療
で
全
く
問
題
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
場
合
、
大
変
悩
ま
し
い

訳
で
あ
り
ま
す
。
手
術
し
よ
う
と
し
て
も

osteoporosis

（
骨
粗
鬆
症
）
の
た
め
骨
が
ボ

ソ
ボ
ソ
で
十
分
に
固
定
が
得
ら
れ
ず
、
例
え

ば
骨
折
の
場
合
巧
く
固
定
で
き
た
と
し
て
も
、

す
ぐ
瓦
解
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
手
術
が

う
ま
く
い
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
長
く
は
も
た

な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
人
間
の
寿
命
は
、
ど
の
位
が
適

切
で
あ
る
か
と
考
え
た
時
、
中
公
文
庫
の
本

川
何
某
著
「
ゾ
ウ
の
時
間
と
ネ
ズ
ミ
の
時
間
」

と
い
う
題
の
文
庫
本
の
中
に
野
生
の
哺
乳
動

物
の
寿
命
は
心
拍
度
数
で
20
億
回
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
人
間
に
当
て
は
め
る
と

心
拍
度
数
１
秒
１
回
と
し
て
１
日
約
10
万
回

と
す
る
と
20
億
回
は
だ
い
た
い
２
万
日
で
、
２

万
日
は
55
年
８
ヶ
月
に
あ
た
り
、
約
56
才
で

す
。
だ
い
た
い
昔
の
定
年
で
あ
り
人
間
で
も
同

じ
だ
ろ
う
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
杜
甫
も
、「
人
生
70
才
古
来
希
な
り
」
と
書

い
て
70
才
以
上
の
人
生
は
も
う
け
も
の
な
の

で
、「
蝶
よ
、
花
よ
と
、
遊
ん
で
酒
で
も
飲
ん

で
楽
し
く
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
よ
う
な
事

を
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
今
人
生
80
何
年
時
代
、
56
才
で
は
一
寸
早

す
ぎ
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
に
入
っ
た
ら
、
後

で
回
復
の
見
込
み
が
な
い
と
医
師
が
判
断
し

た
ら
対
症
療
法
で
成
り
行
き
ま
か
せ
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
意
味
の
な

い
と
思
わ
れ
る
延
命
治
療
は
止
め
る
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。

　
回
復
の
見
込
み
が
な
い
、
意
味
の
な
い
と
思

わ
れ
る
延
命
治
療
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
決
め
る
の
は
、
大
変
難
し
く
大
変
悩

ま
し
い
。
個
々
の
患
者
さ
ん
で
違
い
ま
す
し
、

個
々
の
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
患
者
さ
ん
と
家

族
と
医
師
の
関
係
の
中
で
決
め
る
べ
き
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
友
人
に
「
今
の
医
療
は
お
か
し
い
。

皆
100
才
以
上
ま
で
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

程
々
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き
だ
」
と
言
っ
た

ら
、「
そ
の
通
り
、
100
才
ま
で
生
き
て
必
ず
し

も
幸
福
と
は
思
え
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
事

を
言
い
ま
し
た
が
、
私
も
あ
ら
た
め
て
周
囲
を

見
回
し
て
100
才
以
上
生
き
て
幸
福
？
と
思
わ

れ
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。

　
100
才
以
上
生
き
る
の
は
、
目
標
と
し
て
生

き
る
の
は
良
い
が
、
現
実
は
？…

と
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
た
だ
、
私
は
Ａ
Ｄ
Ｌ（
日
常
生
活
動
作
）
が

全
部
出
来
れ
ば
、
少
し
ボ
ケ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
100
才
ま
で
は
生
き
る
つ
も
り
で
す
。

　
た
だ
、Ａ
Ｄ
Ｌ
が
出
来
な
く
な
っ
た
ら
、
100

才
ま
で
生
き
る
の
は
諦
め
ま
す
。

医師が語る健康のお話

ほうずみ整形外科内科・小児科医院 

院長　宝 住 与 一

これからの
　高齢者医療を考える

ほうずみ・よいち
　日光市生まれ、宇都宮高校、北海道大学医学部卒業、昭和54年
宇都宮市で開業、宇都宮市医師会役員を経て、宇都宮市医師会
長、栃木県医師会長、日本医師会副会長を歴任

Yoichi Houzumi

２
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今
年
こ
そ
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済

効
果
が
宇
都
宮
市
に
も
波
及
し
、
法
人

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
繁
栄
の
年
と
な

る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
午
年
で
す
。
馬
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
歴
史
上
の
名
馬
と
い
え
ば
中
国
の

「
三
国
志
」
に
登
場
す
る
歴
戦
の
名
馬
「
赤

兎
馬
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ご

存
知
の
通
り
、か
の
名
馬
は
猛
将
「
呂
布
」

の
持
ち
馬
で
彼
の
死
後
、
曹
操
の
手
元

に
あ
り
ま
し
た
が
、
誰
も
乗
り
こ
な
せ

ず
、
劉
備
の
名
将
「
関
羽
」
に
曹
操
が

彼
を
迎
え
入
れ
よ
う
と
こ
れ
を
贈
り
ま

し
た
が
、
関
羽
は
曹
操
の
元
を
去
り
、

劉
備
に
義
を
尽
く
し
ま
す
。
関
羽
の
死

後
、将
軍
「
馬
忠
」
に
与
え
ら
れ
ま
す
が
、

赤
兎
馬
は
馬
草
を
食
べ
な
く
な
っ
て
死

ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
日
千

里
を
駆
け
る
名
馬
は
主
を
も
選
ぶ
の
で

あ
り
ま
す
。「
千
里
の
馬
は
常
に
有
れ
ど

も
伯
楽
は
常
に
有
ら
ず
」
と
い
う
諺
が

あ
り
ま
す
。
伯
楽
と
は
天
馬
を
守
る
星

の
名
前
で
周
時
代
の
馬
を
見
分
け
る
名

人
「
孫
陽
」
に
付
け
ら
れ
た
尊
称
で
す
。

馬
の
能
力
を
見
抜
き
、
上
手
に
育
て
て
い

く
人
間
が
い
な
い
と
名
馬
も
道
に
倒
れ
て

し
ま
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
佐
藤
栄
一
市
長
の
も
と

2
0
1
6
年
の
着
工
を
目
指
し
、Ｌ
Ｒ
Ｔ

（
新
交
通
シ
ス
テ
ム
）
の
整
備
計
画
が
よ

り
具
体
化
さ
れ
そ
う
で
す
。
計
画
案
が
出

て
か
ら
早
10
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
い
ま

だ
に
賛
否
両
論
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま

す
。ど
ち
ら
に
も
言
い
分
が
あ
り
ま
す
が
、

首
長
の
決
断
を
妨
げ
る
絶
対
的
な
理
由
も

見
つ
か
ら
な
い
今
は
、
英
知
を
結
集
し
て

最
善
の
設
備
計
画
、
運
用
計
画
を
立
案
の

う
え
実
行
し
て
、
そ
の
評
価
は
将
来
の
世

論
に
託
す
こ
と
と
な
り
そ
う
で
す
。Ｌ
Ｒ

Ｔ
が
県
都
宇
都
宮
市
を
走
る
名
馬
と
し
て

の
評
価
を
得
る
に
は
、
や
は
り
最
善
の
方

法
で
こ
れ
を
利
用
す
る
宇
都
宮
市
と
周
辺

の
み
な
さ
ん
の
考
え
方
に
依
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
が
宇
都
宮
法

人
会
に
と
っ
て
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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と
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今
後
の
事
業
予
定
（
主
な
も
の
）
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